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体育授業におけるバレーボール指導のための基礎的研究
～スパイクの指導法を探る～

久保田 もか*

Basic Research for Volleyball Instruction in Physical Education Class
-Searching for Coaching Process of Spike Techniques-

 
Moka KUBOTA*

Abstract

The purpose of this study is to obtain basic data that can be used in physical education classes by extracting the points of technical acquisition 
from teaching reference books and categorizing them from a kinematic point of view for technical guidance on volleyball spikes in school 
physical education. The results are summarized and presented in terms of the four structural phases of spike movement.
1）Approach phase“Approach from spiker’s position”　① Pre-approach　② Before take-off
2）Take-off phase“Take-off and jump”　③ Take-off　④ Jump 
3）Arm motion phase“Arm motion and spiking form”　⑤ Before hitting the ball　⑥ Hitting the ball　⑦ After hitting the ball
4）Landing phase“Landing”　⑧ Landing form 

Key Words: School physical education，Technical acquisition，Sports kinematics
キーワード：学校体育，技術習得，スポーツ運動学

Ⅰ．はじめに

バレーボールは，日本では国民の間に広く浸透し，学校
体育においても球技のネット型として取り上げられ，その
実施率は中学校で 99%，高等学校では 97%43）と高いもの
がある．バレーボールにおいて学ぶべき基礎技術は多くあ
るが，上達の喜びを味わわせつつ楽しく展開するステップ
として，進度に応じて一歩一歩進めていくことが原則とな
る．

図１は国際バレーボール連盟 15）が提示している指導展
開の具体例である．提示されている第 3 段階においてスパ
イクが取り上げられており，導入からゲームへと展開する
なかで達成感や楽しさを味わうためにはスパイクが打て
ることはなくてはならない基本的な技術であり，華麗な
フォームから繰り出される力強いスパイクは見る者を魅了
する醍醐味がある．バレーボールはポイントを奪い合う競
技であるが，そのポイントのうち大部分はスパイクによる
ものであることから，得点をより確実なものとするために，
スパイク能力を向上させることは欠かせないものである
25）．また，基本というのは万人に共通する部分で，それは，
オリンピックに出場する選手から小学生に至るまで，男子

も女子も関係なく誰でも大切にしなければならないことで
ある 24）．

前述したとおり，学校体育においては球技が取り上げら
れた大正 15 年から，バレーボールは，小学校 6 年男子・
中学校・高等学校の授業に登場し，現在も広く取り組まれ
ている．実際の授業の中で，歓声が上がるのはスパイクを
打った時，スパイクが決まった時であり，バレーボールの
楽しさをスパイクが打てるようになったことに見出してい
る子供たちがたくさんいるということについては先行研究
からも明らかである．

例えば，武隈ら44）は学習過程における実証的研究の中で，
｢スパイク｣ を学習における課題解決の中心とし，「スパイ
クが決まった，3 段攻撃ができた」ということが楽しさの
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図1　バレーボールの指導展開の具体例
【出典】FIVA COACHES MANUAL,2011
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認知の向上に影響していたことを明らかにしている．岡田
ら 33）の授業における「楽しさ」の実態分析では，技術的
側面における成就に関する項目を調査したところ，「ゲー
ムでスパイクができた時」がポジティブに認知されていた．
しかし，高等学校の体育授業において，佐藤 39）が戦術学
習に着目して授業を展開しているが，その中での生徒の自
己評価について，理解できなかった，分からなかった項目
としてスパイクのテクニックが上位に挙げられていた．

バレーボールに限らずゲームの質を決める重要な要素の
一つに，学習者の技術がある．ボールを扱う技術は多様で
あり，その質の追求に限界はない 26）と言える．技術を強
化することは，ゲームで使える「武器の強化」を意味し，
その目的は，武器の威力を高くし，種類を増やすことであ
る。スパイクで言えば打点を高くしたり，より強く打てる
ようにすることである。また，これらをゲームで活用でき
るようにするためには，その動作が自動化されていること
が必要であり，それによって，ゲーム中の意識を状況判断
に持っていくことができるようになる 12）．

高い技術を獲得したスパイカーは週に 20 時間以上練習
し，1 年に 4 万回以上のスパイクを打っているという 17）．
競技を目的としているバレーボール選手は，より高度なス
キルを獲得するために多くの練習時間を費やしているが，
学校体育の 15 時間程度の授業実践の中でスパイクの技術
習得は容易ではない．実際の授業やゲームの内容を見てみ
ると，バレーボールの面白さの醍醐味であるスパイクが見
られるゲームはなかなか見受けられず，パスの応酬や，雰
囲気を味わう程度で終わっているように思われる．

指導する側を概観すると，正しいスパイクの技能を持っ
た教員が少なく，指導できる教員も少ない現実があると感
じている．スパイク技術は多局面からなる運動のため構造
が複雑であり，学校現場において指導がうまくいかない技
術の一つと言える．どんな学習指導でも「何を」が明らか
になって，はじめて「いかに」教えるかが問題になってく
る．したがって，指導者はまずスパイク技術の「何を」学
習させるかを明らかにすることが指導の前提になるため
11），それぞれがもつ動きの構造（仕組み）について理解し
ておかなければならない 23）．

運動の指導について佐藤 40）は，「体育授業における運動
の指導の際には，選手や生徒の運動経過が “ 良い ” あるい
は “ あまりよくない ” などと，実際に行われた運動経過の
質というものが絶えず問題になる．この場合，指導者は現
実の運動経過を見て，それが “ なめらかに ” とか “ 力強く ”，
“ スピーディーに ” あるいは “ 全体的にまとまりよく ” 行
われているかどうかなどを判断し，それに基づいて指導の
助言を用意することになる」としているとおり，体育授業
において，中心的な活動である運動指導は動きの観察から
始まることは周知の事実である．すぐれた指導者や専門家

が，目の前で行われた運動に対して適切な指示を出すこと
ができるのは，運動を注意深く見つめることや何が問題か
を見抜く力をもっているからである．

マイネル 22）は運動質を「すぐれた協調を示すスポーツ
の運動経過に特徴的に現われる本質的な運動徴表」と定義
し，運動の局面構造・運動リズム・運動伝導・運動流動・
運動弾性・先取り・正確性・調和の 8 カテゴリーを定立し
ている 40）が，スパイクを打つ動作は，2 つあるいはそれ
以上の異なる運動を連続して行う組合せ運動であり，ひと
ことでスパイクと言っても，学習者，指導者にとってそう
容易な運動ではない．競技歴の浅い指導者や経験の浅い教
員および教育実習等で体育授業に取り組む大学生が，バ
レーボールの指導参考書を手に取ったとしても，スパイク
を打つ技術指導について取り上げられているページはさほ
ど多くはなく，十分な活用には至っていないようである．
学校現場の実技実践，指導実践になかなか結びついていか
ないのが実状ではないだろうか．

以上のことから，本研究では，学校体育におけるバレー
ボールのスパイクの技術指導について，技術習得における
ポイントを指導参考書から抽出し，運動学的な見地から分
類することによって，体育授業において活用できる基礎資
料を得ることを目的とした．

Ⅱ．研究の方法

１．指導参考書からの抽出
指導参考書の選定は，学術情報を検索できるデータベー

ス・サービスである「CiNii」によって行った．全国の大
学図書館に所蔵されている過去 20 年間（2000 年～ 2019 年）
に出版されたバレーボールに関連する書籍 361 冊の中で，
指導と関係のない書籍を除いた 52 冊中，スパイクを打つ
基礎技術の解説が掲載されており，なお且つ所蔵館 25 館
以上の指導参考書 28 冊を研究対象として選定した．対象
とした指導参考書から，スパイクを打つ一連の動作におけ
る指導ポイントを抽出した．なお，課題等の克服のための
具体的なスパイクの練習方法については抽出の対象として
いない．

２．スパイク指導ポイント抽出項目の分類
スパイクを打つ動作を指導するためには，動作の基本的

な構造を理解することが必要になる．マイネル 22）は，動
きの中身を，機能的な役割をもつ 3 つの運動形態である非
循環運動，循環運動，運動組合せに分節している．この運
動形態の差異は，運動意図の達成に関して，単一の運動で
達成できる運動か，運動の反復，または継続によって達成
されるのかで生じる．また，これらの運動経過の構造的差
異は，空間的経過を時間的経過に従って局面として区分す
ることができ 10），これを局面構造という．スパイクを打
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つ動作については，跳・打の結合であり，運動組合せに属
することになる．

動きについて意味を持つ分節に区切る局面構造の視点
は，一つ一つのプレーの指導においても効果的なツールと
なる．運動を構造化する視点を指導者が持つことによって，
時間軸に沿って「どこにどんな課題があるのか？」「どこ
ができていて，どこができていないのか？」「どこが成功
しているのか？どこで失敗しているのか？」などを発見し
やすくなり，問題点の修正や対策の立案が容易になると考
えられる 37）．

スパイクの局面構造についてイボロフ 7）はスパイクの
基本動作を助走，ジャンプ，スパイク，着地の 4 局面でと
らえており，同様に FIVB COACHES MANUAL 201115）

でもスパイク動作を構成する要素では，スパイクを打つと
いう一連の動作を踏切までの助走，踏切とジャンプ，打球
動作，着地から次のプレーへの展開の 4 つに分けている．
そこで，本研究では，FIVB COACHES MANUAL 2011
のスパイク動作を構成する要素に則って，1）助走局面で
ある踏切までの助走，2）踏切局面である踏切とジャンプ，
3）打球局面である打球動作，4）着地局面である着地の 4
局面に分類した．4）については，本来であれば着地から
次のプレーへの展開に向けた動きが考えられるが，今回は
スパイクを打つという動作に着目したため，着地そのもの
に限定した．

さらに，下記に示すように局面構造からみたスパイクを
打つための基本技術の指導ポイントを①から⑧のスパイク
動作の流れに沿って，技術的要素ごとに表にまとめた．ス
パイクを打つ利き腕については特に文中に言及がない場合
は右利きと解釈した．

１）助走局面（踏切までの助走）
①助走開始前：位置・場所，目線，タイミング，準備姿

勢
②踏切まで：歩数，歩幅，バックスイング

２）踏切局面（踏切とジャンプ）
③踏切：上半身の使い方，下半身（両足・膝・踵・つま

先）の使い方，場所（位置・方向）
④ジャンプ：目線，上半身の使い方，下半身の使い方，

方向
３）打球局面（打球動作）

⑤打球前：打動作（振り上げ・テイクバック・振り戻し），
上半身（上体）の使い方・上肢（肩・腕・肘・手指）
の使い方，下半身の使い方，目線

⑥打球時：上半身（上体）の使い方・上肢（肩・腕・肘・
手首・手）の使い方，下半身の使い方，空間位置

⑦打球後：上半身（上体）の使い方・上肢（肩・腕・肘・
手）の使い方，下半身の使い方

４）着地局面（着地）
⑧着地時：両足の使い方，位置・場所，姿勢

Ⅲ．結果と考察

１．助走局面について
踏切までの助走について，74 項目が抽出された．助走

局面を①助走開始前，②踏切までとして，具体的な指導ポ
イントを表 1 と表 2 にまとめた． 

表 1 から，助走開始前の段階についての指導ポイントは
26 個の抽出であった．そのうち助走の開始位置および場
所に関する指導ポイントは 7 個であった．

実際，現場での指導においては，特に初心者はスタート

表1　助走局面：助走開始前<26項目>
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する位置がわからずにコート上での立ち位置に迷っている
場面や，アタックラインからほど遠い後ろの方から走り込
んでくる状況が多く見受けられる．体育授業においては特
に表 2 の歩数や歩幅の足の使い方の知識と関連づけて指導
する必要があろう．

助走に際し，何を見るかについての指導ポイント（目
線）は，ボールを見る，トスの高さ，予測，といったもの
であった．一歩目を踏み出すタイミングはこの見る，見極
めるという視点が重要であるがそう簡単ではない．学習者
にスタートのタイミングのきっかけを掴ませるために指導
者は，一緒にボール（トス）の動きを見定めながら，例え
ば，「今！」，「ハイ！」といった声かけをすることが有効
である．また，初心者指導においては，ボールと打者との
接点を繋げタイミングを掴ませるために，指導者がタイミ
ングよくボールを打点に出して打たせるようにする方法が
とられることがある．指導者によってタイミングが合うく

らいのセット（トスの投げ上げ）を調整できなければ，学
習者にタイミングよくスパイクを打つ経験を得させること
が難しくなるであろう．

準備姿勢についての指導ポイントは 2 個であったが，こ
れからスパイクを気持ちよく打つための助走に入るイメー
ジを持たせたい．また，気合ばかりが入りすぎて，体が硬
くなったり膝を深く曲げすぎたりしすぎないようにした
い．次の動きである踏切（表 3）に向けての準備姿勢であ
り，よりスピードや高さを出すための工夫が必要となる．

表 2 から，踏切までについての指導ポイントは 48 個の
抽出であった．そのうち歩数や歩幅に関する指導ポイント
が 28 個，バックスイングに関わる指導ポイントが 20 個で
あった．助走における足の運び方はその後のジャンプに繋
がっていくため重要である．ここでは助走の歩数について
の言及や，助走のリズムを生むためにどうするか，といっ
たものが抽出されている．

表2　助走局面：踏切まで<48項目>
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体育授業でよく使用されている 2 歩助走とは 3 ステップ
であり，3 歩助走とは 4 ステップのことである．学校現場
では学習者が歩数の理解に苦しんでいる場面がよく見受け
られるが，指導者の歩数の伝え方に課題がある場合も考え
られる．

スパイクで使われるステップの種類について，最もよく
目にするステップは，4 ステップアプローチである．右利
きのスパイカーなら，右足→左足→右足→左足の順に接地
し，これが順足の接地となる．諸外国では，この最後の右
足左足となるツーステップをステップクローズと呼んでい
る 41）．日本では，ステップクローズで右足・左足がほぼ
同時に接地する選手がいることから，最後の 2 ステップを

「1 歩」と数える人も少なくない．4 ステップアプローチか
ら 1 ステップ減って，3 ステップアプローチになると，左
足→右足→左足の順に接地する．ステップが減るというこ

とは，それだけ攻撃に要する時間（助走開始から打撃まで）
も短くなる 41）ということである．

バックスイングに関する指導ポイントは，腕の使い方が
中心であり，大きく後ろに腕を振り上げるといったもので
あった．足の動きと連動して高く跳び上がるために体を引
き上げる前段階での腕の使い方である．腕の振り上げ指導
について半沢 4）は，「腕の振り上げは腕を後ろに引くこと
から始まるが，その前に，腕を前に出すような動作，構え
をさせないようにする．腕を前に出したり，交差させたり
するような余分な動作が入ると，最初はどうしても遅れが
ちになる」として，構えさせたり，自然ではない余計な動
きを指導して力が入ったりすることを危惧している．

以上から助走局面である踏切までの助走については，
ボールをよく見て準備をすることを前提条件とし，タイミ
ングを測り，歩幅と加速する能力を向上させる必要があ

表3　踏切局面：踏切<48項目>
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ろう．中垣内 25）は，「一般的に好ましくない助走とはボー
ルが来ていないのにダラダラと始めてしまう助走である．
ボールの落下地点にタイミングを合わせて正確に素早く
トップスピードに持っていくことが助走であり，それは単
なる移動ではなく，高いジャンプ，強いスパイクへの大事
な礎である」としている．この局面においては，まずはス
テップ技術を習得し，最後の 1 歩の踏み込みに向かって流
れるようなステップと腕との連動による助走ができるよう
にしたい．

２．踏切局面について
踏切とジャンプについて，92 項目が抽出された．踏切

局面を③踏切，④ジャンプとして，具体的な指導ポイント
を表 3 と表 4 にまとめた． 

表 3 から，踏切についての指導ポイントは 48 個の抽出

であった．ここでは，踏み切る足であるステップクローズ
における足の使い方について注視されている．踏み込む際
の足の形や踏み込む方向，膝の使い方，踵やつま先の使い
方，といったものである．

スパイクで肝心なのが，打つ前の踏み込みであり，体が
前方に流れないようにするために，また，より高く跳ぶた
めには，特に最後の一歩の入り方は重要になる．最後の一
歩の踏み込みからの踏切がしっかりできれば，ジャンプし
てスパイクをスムーズに打てる 41）ことに繋がるというこ
とである．さらに，踏み切り位置は，次の打球局面でボー
ルが身体の前方にあるか真上か後方にあるのかの違いを生
じるため，重要なポイントになる 29）．

表 4 から，踏切と連動してのジャンプについての指導ポ
イントは 44 個の抽出であり，上半身や下半身の使い方，
ジャンプの方向に関するものが中心であった．これまでの

表4　踏切局面：ジャンプ<44項目>
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一連の動き（表 1 から表 3）を総括してジャンプに繋げる
ということであり，高く跳ぶための指導ポイントが多く抽
出された．

スパイクにおける踏み切り後のジャンプは，助走による
水平方向の運動を垂直方向の動きに換える動作であるた
め，素早い助走を行えば行うほど高いジャンプと力強いス

パイクを打つことができ 25），助走の勢いをボールにまで
伝えることが可能になる．しかしながらジャンプ力そのも
のには個人差が大きくあると思われるものの，身体の使い
方によってカバーできるものがあるのではないだろうか．
このジャンプにおいて大切なことは 2 つあり，1 つはボー
ルの落下点に常に正確に入ることと，もう 1 つは跳ぶ（踏

表５　打球局面：打球前<76項目>
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表６　打球局面：打球時<88項目>
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及も多くみられた．
また，腕のスイングの様子を「鞭のように」と比喩した

ものも見られた．これは，肩が外旋しきってから内旋して
いこうとする腕の使い方であり，その際に鞭のようなしな
りという指導言葉が生まれたりする．体の動きについて「弓
なりに」という表現も上半身と下半身を連動させて反って
戻す動きを比喩したものである．

表 6 から，打球時についての指導ポイントは 88 個の抽
出であった．ジャンプしてボールを打つという空中動作で
あるため，空間位置である打点の高さについてや，体全体
のバランスを保った状態での打球に関連する項目が重要で
あることはもちろんだが，打球に特化した上肢の動きにつ
いての指導ポイントも多く抽出された．

ボールをとらえる位置であるミートポイントや空間につ
いて，実際現場で指導を行っていると，このボールをとら
える位置がバラバラで安定せず，思い切りスパイクを打つ
ことができない状況が多々見受けられる．表 3 と表 4 の考
察に述べているが，踏み切る位置とボールとの関係が非常
に重要である．しかしながらこのヒットポイントを掴み，
常に安定したスパイク動作を身につけることは容易ではな
いだろう．指導者による見抜きによって具体的なアドバイ
スが力を発揮する場面でもある．

打球についての指導ポイントには，ミート，手の形，は
たく，手首のスナップ，インパクト，ボールを掴む，ヒッ
トする位置，ドライブ，柔らかさ，肘の伸展，中指，包む，
といったものがあり，動きの印象を様々な言葉に置き換え
て具体的に伝えている項目が多く抽出された．打球につい
ては，理想的な身体の使い方とスイングができたなら，自
ずとトップスピンがかかる 30）ものである．これは，全力
のスイングができれば問題ないが，上手くボールを打てな
い学習者にとってはそのイメージが湧きにくく至難の業で
ある．打球の際に「人差し指，中指の付け根部分をボール
の中心に当てるようにしてみよう」といったような，手の
どこに当てるのかなどの具体的な指導をすることで，学習
者の取り組む意欲を向上させ技術習得を促すと思われる．

み切る）タイミングである．ジャンプの最高点でボールを
とれるように入るのではなく，最高点から少し下がった位
置，即ちスパイクを打つための身体の準備ができた位置で
ボールをとれるようなジャンプができるようにしたい 25）．

以上から踏切局面の踏切とジャンプについては，ジャン
プそのものの跳躍動作に繋がる動作，およびただ高く跳ぶ
だけではなく，次の打球局面に連動してボールをとらえる
位置を的確にするために，ボールと自分の位置関係を見つ
けるための指導が必要となる．体育の授業においては，ジャ
ンプしたものの最適な打点のボールを身体が追い越してい
て空振りをしたり，ステップに気を取られてボールを見る
ことに意識が行かず，早くジャンプし過ぎて打てなかった
り，ジャンプしたときにはすでに床にボールが落下してい
たりと様々な状況が見られる．そうすると学習者は自分の
ジャンプ力が足りないから打てないといった思考になり，
ジャンプ力を付けるためにはどうすればいいかなどと質問
したりする．指導者はどこに課題があるのか，指導のポイ
ントから見抜いて助言する必要があろう．

３．打球局面について
打球動作について，178 項目が抽出された．打球局面を

⑤打球前，⑥打球時，⑦打球後として，具体的な指導ポイ
ントを表 5 から表 7 にまとめた． 

表 5 から，打球前についての指導ポイントは 76 個の抽
出であった．打動作に関連する上半身や下半身の動きにつ
いてまとめている．具体的には上体の使い方，上肢の使い
方といったものである．

その中で，多くの著者がスイングの指導ポイントについ
ては肘の高さであるとしており，例えば，肘が下がるとい
うのは，肘が折れた状態での振り上げになってしまうため
で，肘が下がらないようにするためにやっているのが手の
ひらを外に向けた状態での，後ろから前への振り上げとい
うものである．手の平を外に向けて振り上げることで，肘
が折れなくなり，伸びたまま，腕が上がっていく 4）状況
を作ることが可能となる．左腕（手）の使い方に関する言

表７　打球局面：打球後<14項目>
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打球のよい感覚を掴むための簡単で効果的な練習方法は
壁打ちである．ミートの練習はもちろんのこと，小さい力
でできるだけ強いボールを打てるフォームを見つけるのに
役立てられ，効果的な身体の使い方を身に付けることが可
能である．さらに，強く打球するためには，体幹の捻り，
胸の反りで力を蓄えるとともに，右腕をリラックスして後
方に引くことによって力を発揮し，さらに打球の瞬間には
左腕をうまく使って軸をしっかり作ることが大切 24）であ
ろう．

表 7 から，打球後についての指導ポイントは 14 個の抽
出であった．上半身と下半身の使い方に関するもので，具
体的には腕や肩の使い方によるフォロースルー，上体の捻
り戻しといったものであった．

学習者は，よくボールをヒットした後の手（腕）の動き
がわからないのでどうすればよいのかと質問してきたりす
るが，肩への負担の考慮やけが防止のためにも，まずは自
然な形で振り下ろすための動作の習得が必要であろう．ま
た，学習者にとっての困難はタッチネットをしてしまうこ
とでもあるが，打球局面だけの課題ではないため，なぜそ
うなるのかという知識を持たせることも必要である．

以上から打球局面では，打つときだけではなく打球に至
る空中期で体幹が崩れないために，テイクバックが素早く
行われ，早く打つ準備ができることが重要 24）になる．体
幹を中心とした身体の状態から，比喩的表現として「くの
字」にといった指導言葉が使用されたりする．体幹部の使
い方は伸展，屈曲だけではなく，捻りという動作も加わる．
よく「手打ち」という表現を聞くが，これは身体の伸展，
屈曲，捻りの動作が上手くできていないときに使われてい
るものであり，捻りの動作はスパイクの体幹部の動作とし
て重要である．これらの動作はジャンプ直後に左腕をボー
ルに向かって突き出すことによって効果的にリードされ，
その後自動的に体は伸展し，右肩は後方に移動し体幹部は
捻られ，弓矢のような「ため」を作ることが可能となる．
さらに左腕については肘を曲げて体幹に巻きつけるように

することで更にパワーを引き出すことができる 25）ように
なる．

４．着地局面について
着地については，13 項目が抽出された．着地局面を⑧

着地時として具体的な指導のポイントを表 8 にまとめた．
表 8 から，着地時についての指導ポイントの中心は，両

足での着地といったものであった．特に学校体育において
の安全面への配慮といった点からも，膝や足腰への負担を
考慮してしっかりと指導ポイントを伝えるべき項目であ
る．今回はスパイクを打つことに着目し，他者との関係の
先取りを対象としていないため，次へのプレーへの展開に
繋がる項目についての抽出は除外した．

着地局面については，打球が正しく行われていた場合に
は良い姿勢で両足の着地をすることが可能となるであろ
う．着地時の状態で，空中でどうなっていたかを判断する
ことができる 24）ものである．

Ⅳ．おわりに

学校体育指導中には多くの問題が浮上するが，学習者に
よる自らの動きに関する気づきの体験は，学校体育におい
て大きな価値を持っている．また，発生論的運動学におけ
る動感促発（教える）身体知は指導者にとって最も重要な
能力である 22）とされており，学習者が自分の動きを見る
ことができるように導くことが指導者の役割でもある．都
澤 24）は，「選手の動きの違いが分からないとそれは指導の
プロではない」と，まず観察が重要であると指摘していた．

本研究は，バレーボールにおけるスパイクを打つことに
関する技術的要素である項目を熟練指導者による指導参考
書を基に抽出して分類，整理した．体育授業で活用できる
基礎資料を得ることを目的にスパイクを打つことに関して
4 つの局面を切り口として項目を分類した結果，打球局面
への言及が約半数を占めていた．当たり前ながらすべての
局面がバラバラではスパイクを打つという動きは成り立た

表８　着地局面：着地時<13項目>
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ないものであり，具体的なそれぞれ（表 1 から表 8）の運
動の融合によって促される．よって，スパイクはバレーボー
ルの中で最も難しい技術であるため，その難しい技術を一
挙に練習させるのではなく，ステップ・スイング等の具体
的な技術を，一つ一つ丁寧に練習していくことが大切 16）

な視点となるであろう．比較的単純な技術練習をきめ細か
く指導しながら反復させていると，学習者のパフォーマン
スがどんどん良くなっていき，指導者としての存在意義を
感じることができる瞬間にも繋がってくる．本研究でまと
められた基礎資料がスパイク指導の一助となり，特に競技
歴の浅い指導者や経験の浅い教員，さらには教員を目指す
大学生らによって取り組まれる体育授業において，バレー
ボールの技術に裏付けされたより効果的な展開となること
を期待したい．
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